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　本論では，子どもの情動に対する親の養育（情動養育）に関する文献を概観し，近年の研究動向を
整理した。第一に，子どもの情動に関する養育の諸概念を，行動，認知，感情の三側面から構成され
る情動養育という包括的概念に統合して捉えた上で，各側面に相当する概念とその測定方法をまと
めた。第二に，Eisenberg, Cumberland, & Spinrad（1998）による情動養育と子どもの発達との理
論モデルを踏まえ，近年の研究から得られた知見を整理した。第三に，情動養育に関する近年の新
しい研究動向をまとめ，今後の展望について述べた。具体的には，a）子ども側の要因と親側の情動
養育との二方向的関係に関する検討，b）情動養育の個人差の検討，c）子どもの発達を検討する際
に個別的な情動に対する養育を取り上げることの重要性，d）子どもの発達に有益な影響を与える
情動養育の在り方に関する検討が，今後の課題として指摘される。
キーワード：情動社会化養育，メタ情動観念，情動に関する信念，情動に関する会話
Ⅰ．はじめに
　情動（emotion）は，認知体験，表出行動，生理反応の3側面から構成される心的状態であり，すべ
ての人々が共有する心理的機制である（Frijda, 1986；李・松本，2011）。情動は人間の進化に重要な
役割を担っている。日常生活において情動が表出されることはよくあるが，それは必ずしも個人や
集団にとって適応的な機能を持つとは限らない。例えば，怒り情動の抑制欠如は攻撃性を伴い（Fern 
& Petermann, 2018），悲しい表情に対する敏感性が高いと抑うつも高い（Nakamura, Takizawa, & 
Shimoyama, 2018）。その一方で，思春期の子どもにおいては友人に対する情動の表出と社会的適応
との間には正の相関が示されており，情動表出の柔軟性が重要との指摘がある（Pollastri, Ra-ftery-
Helmer, Cardemil, & Addis, 2018）。すなわち，情動をどのように表出するかが社会的適応のために
重要であると言えよう。
　自己と他者の情動を適切に同定および理解した上で，情動を表現し，調整し，利用する能力のこ
子どもの情動に対する親の養育に関する研究動向
鮑　　　　　婧＊　　
岩　渕　将　士＊＊　
加　藤　道　代＊＊＊
　　＊教育研究科　博士課程後期
　＊＊教育研究科　博士課程後期
＊＊＊教育研究科　教授
年報13鮑氏ほか1c_三[175-190].indd   173 2018/12/11   18:08:05
―　　―174
子どもの情動に対する親の養育に関する研究動向
とを情動コンピテンスと呼ぶ（野崎・子安，2015）。人間の情動コンピテンスは幼児期から大きく発
達するが，親の共感的な関わりが子どもの情動コンピテンスの形成に寄与し，児童期における社会
的な問題行動の低減につながるとの示唆（Havighurst, Duncombe, Grankling, Holland, & Stargatt, 
2015）が得られている。つまり，子どもの情動コンピテンスの発達を促進するためには，親子間での
共感的なコミュニケーションが重要であると位置づけられるだろう。しかし，親子間のコミュニケー
ションでは，親が子どもの気持ちに気づくことが難しく（浴野，2016），幼児期の子どもの不機嫌な
気持ちに対して親が不適切な養育行動を取ることは少なくない（中谷，2015）。以上のように，子ど
もの情動に関する養育（emotion-related parenting, 以下，情動養育と略称する）は，子どもと親の両
者にとって重要あり，近年注目が高まっている概念である。
　ただし，これまでの情動養育に関する研究の問題点として，研究者間でその定義が一貫していな
いことが指摘される。例えば，これまで子どもの情動をめぐる親子関係は “parental emotion 
socialization”, “meta-emotion philosophy”, “parent-child emotion discussion” などの多様な概念から
検討されてきた。本論では，これらの概念を吟味した上で，関連する概念を情動養育（emotion-related 
parenting）として包括することの有効性を検討する。また，情動養育と子どもの発達との理論モデ
ルについての知見を整理した上で，最近の研究動向と今後の展望についても論じる。
Ⅱ．概念の整理
1．情動養育とは何か
　情動養育（emotion-related parenting）に関する研究知見を概観すると，行動的側面から検討され
た研究が多い。しかし，少ないながらも認知的側面（例えば，Lozada, Halberstadt, Craig, Dennis, 
& Dunsmore, 2016）や感情的側面（例えば，中谷，2015）から検討された研究もある。本論では，情
動養育を行動，認知，感情の三側面から捉え，以下に整理する。
⑴　行動―情動社会化養育（Parental Emotion Socialization）
　情動社会化養育とは，子どもの情動理解，情動体験，情動調節を社会化させる養育である
（Eisenberg, Cumberland, & Spinrad, 1998）。望ましい情動養育は子どもの情動を社会化させ，社会
情動的スキルを促進する機能を持つ（McQuade, & Breaux, 2017）。また，情動社会化養育の方法は
直接的なものと間接的なものに分けられる（Andersen, & Guerrero, 1998; Klimes-Dougan et al., 
2007）。間接的養育には，子どもが親を模倣すること，親を対象とする社会的参照，親が子どもに期
待する感情表出について親子間でやり取りすることが挙げられる。一方，直接的養育はより重要で
あり，親からの意図的な指示やその結果として子どもが学習したことが挙げられる。例えば，子ど
もが泣いた時に親が叱る，なだめる，あるいは無視することは直接的養育と捉えられ，親の言語的
な慰めや身体的なサポートは子どもの感情調節能力を促進することが明らかにされている
（Laurent & Gorman,2018）。
　情動社会化養育は行動的側面を重視するものであり，情動社会化養育行動（parental emotion 
socialization behaviors）とほぼ同様に扱われてきた。情動社会化養育行動には，情動に関する話を
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するといった平易なコミュニケーションから，情動表出ルールを子どもに教えるといった複雑な行
動まで含まれる。Eisenberg et al.（1998）によると，情動社会化養育行動は，①子どもの情動表出へ
の養育者の応答，②情動について養育者―子ども間で話し合うこと，③養育者の情動表出の在り方
の3つの要素から構成される。概要は以下のとおりである。
　 子どもの情動表出への応答　母親が乳児の苦痛や不快感情に対して敏感であるほど，子どもの情
動調節力は高いことが示されている（Leerkes, Blankson & O’Brien, 2009）。Laurent & Gorman
（2018）によると，子どもの感情調節に対する親の応答には8つの方略がある。具体的には，身体
面での促進，言語面での促進，気を散らすこと，身体的な慰め（例：抱き締める），言語的な慰め，
音声を使用した慰め，感情の模倣（例：子どもの表情を模倣する），積極的な無視（例：自分の視線
を子どもから逸らす）が挙げられる。
　 情動についての話し合い　親は子ども，特に乳幼児に対して情動に関する話をすることで，子ど
もの情動理解能力を促進し（Knothe & Walle，2018），心身の発達にポジティブな影響を及ぼす。
例えば，絵本の読み聞かせにおいて，親が登場人物の情動を乳児に答えさせる回数が多いほど，
乳児の向社会的行動が多いことが示されている（Brownell, Svetlova, Anderson, Nichols, & 
Drummond 2013）。また，このプロセスには情動の種類の違い（悲しみや怒りなど）や性別におけ
る差異が示されている（Knothe & Walle, 2018）。具体的には，母親は喜びより悲しみのイメージ
についてより多く話すことや，男児より女児に対してより多く情動に関する質問をすることが報
告されている。
　 養育者の情動表出パタ―ン　親のポジティブな情動表出は情動面を含む子どもの精神的健康に影
響を与えることが様々な研究によって示されてきた。配偶者を亡くした妻・夫とその子どもを対
象とした実験では，子どもとのコミュニケーションにおいてポジティブな情動語を多く用いるほ
ど，子どもの抑うつや不安が低いことが明らかにされている（Wardecker, Kaplow, Layne, & 
Edelstein, 2017）。また，家庭内の情動表出パタ―ンは，子どもの情動表出や情動体験への期待を
形成する（Eisenberg, et al., 1998）。Schwartz et al.（2018）による縦断的研究では，子どもが12.5歳，
15歳，16.5歳，19歳の時に計4回の調査を行い，子どもが認知する親の怒り情動表出や家庭内葛
藤の強さが子どものうつ病発症を予測することが示された。このように，家庭内の情動表出は間
接的な情動養育の一つとして捉えることができるだろう。
⑵　認知―子どもの情動に関する信念（Parents’ Beliefs about Children’s Emotions）
　親の養育行動の背景には，親が持つ養育や発達に関する信念といった，より上位の信念体系があ
ると想定され（Harwood, Schoelmerich, Schulze, & Gonzalez, 1999），その信念体系は，子どもの情
動社会化の重要な説明要因として機能する。例えば，子どものポジティブ情動の価値を重視する親
は，子どもの多様な情動に対する直接的な指示が少なく，ネガティブ情動が高まるような関わりが
少ない。その一方で，ネガティブ情動の価値を重視する親は，子どものネガティブ情動が高まるよ
うな関わりが多い（Lozada, et al., 2016）。また，母親が情動は危険であるという信念を持つ場合，
子 ど も の 情 動 理 解 や 学 校 適 応 感 が 低 い こ と が 報 告 さ れ て い る（Garrett-Peters, Castro, & 
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Halberstadt, 2017）。
⑶　感情―子どもの情動に関する感情・感受
　子どものネガティブ情動について，子どもが泣き続ける場面で親の怒りや嫌悪感情が生じること
はよくあることであり，そのような場面では不適切な養育を行うリスクが高いと指摘されている
（中谷，2015）。
⑷　包括的概念―親のメタ情動観念（Parental Meta-Emotion Philosophy）
　Gottman, Katz, & Hooven（1996）は幼児を持つ親を対象として半構造化面接を行い，子どもの情
動（特に悲しみ，怒りなどのネガティブ情動），親の情動の感じ方，メタファー，ならびに観念
（philosophy）を調査し，これらを包括して親のメタ情動観念（parental meta-emotion philosophy）と
定義した。なお，メタ情動観念は包括的な概念であり，その一部分は情動社会化養育行動であると
指摘されている（Gottman, Katz, & Hooven, 1997）。
　親のメタ情動観念という概念は主として親自身に関する部分と子どもへの養育という部分に分か
れる（Gottman, et al., 1996）。近年の実証研究では子どもの情動への養育に注目が集っている
（Morey, & Gentzler, 2017; Hurrell, Houwing, & Hudson, 2017）ことから，本論ではメタ情動観念の
子どもへの養育に焦点を当てて検討する。
　親のメタ情動観念は類型（type）か側面（dimension）かという点についての見解は必ずしも一致し
ていない。Cohodes, Chen, & Lieberman（2017）は先行研究を踏まえ，親のメタ情動観念に関して
最も広く使用されている3側面をまとめている。すなわち，a）気づき：子どもの情動体験を識別し，
記述し，関心を向ける能力，b）受け入れ：子どもの感情表出に対して，親が子どもを慰め，安心さ
せること，c）コーチング：親は子どもの感情の識別を手助けし，その情動表出を認めること，また，
子どもの感情を引き起こす事柄に積極的に関与すること，の3側面である。
　各側面をどのように組み合わせるかによって親のメタ情動観念を4類型（コーチング，拒絶，放任
的 / 非関与，機能不全）に整理することができる（Gottman & DeClaire, 1997；葉 , 2002）。本論では，
それらの類型化を踏まえ，支持的・非支持的の2類型から捉える（Table 1）。
Table 1　親のメタ情動観念の分類
類型 特徴
気づき 受け入れ コーチング
支持的
　コーチング 強い 強い 強い
非支持的
　拒絶 粗探し 批判的 抑制させる
　放任的／非関与 無関心 放任的 放任的
　機能不全 神経質 気が狂いそうになる どうしたらいいかわからない
※ Gottman, & DeClaire（1997）と葉（2002）を参考に筆者が作成
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⑸　概念図と測定方法
　ここまでの議論における概念関係を以下にまとめる（Figure 1）。すなわち，情動養育は親の行動，
認知，感情の3側面からなる。また，情動養育の測定方法を概観すると，ネガティブ情動の中でも怒
りや悲しみを測定するものが多く，ポジティブ情動を扱う尺度は少ない。また，情動養育の対象と
なる子どもの年齢は主に幼児期から小学生までに集中していた（Table 2）。
Table 2　情動養育の測定方法
Article Category Measures Participants Objective- emotions
Type or 
dime nsion
Subscales or 
categories
Halberstadt 
et al., 2013 Cognitive
PBACE 
(Parents’ Beliefs 
about Children’s 
Emotions 
Questionnaire)
1080 English-
speaking 
parents of at 
least one 4- to 
10-year-old 
child
Sad, angry, 
happy 
or 
Overall 
emotions
Dimension
Cost of Positivity
Value of Anger 
Manipulation 
Control
Parental knowledge 
Autonomy 
Respect
Stability
Fabes, 
Eisenberg, & 
Bernzweig 
(1990)
Behavior
CCNES 
(Coping With 
Children's 
Negative 
Emotions Scale)
101 parents, 
primarily 
mothers (96 
mothers and 5 
fathers) of 3- to 
6-year-old 
children
Negative 
emotion Dimension
Distress Reactions
Punitive Reactions
Minimization 
Reactions 
Expressive 
Encouragement 
Emotion - Focused 
Reactions
Problem - ocused 
Reactions
Gottman, et 
al., 1996
Meta-
emotion 
philosophy
MEI 
(Parental meta-
emotion 
interview)
24 families had 
a male and 32 
families had a 
female, 4- to 
5-year-old child.
Sad, angry Dimension Coaching Dismissing
葉，2002
Meta-
emotion 
philosophy
The Paternal 
Meta-Emotion 
Philosophy 
Questionnaire
Parents had a 
primary school 
child in grades 
4-6
Angry Type
Coaching
Non-involvement
Dismissing
Dysfunction
 6
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Figure 1 情動養育の概念図
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Figure 1　情動養育の概念図
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2．情動養育と子どもの発達
　Eisenberg et al.（1998）では情動養育行動が子どもの発達に与える影響について，種々の要因を
包括的に説明する理論モデルを提示した（Figure 2）。以下では , この枠組みに従って近年の実証的
知見を整理する。
⑴　情動養育行動の関連要因
　Eisenberg et al.（1998）のモデルを踏まえて，まず親の情動養育行動の関連要因を述べる。
　 親の性差　4歳から8歳までの縦断的調査において，母親が父親より，子どもに対してより高い支
持的応答を示すことが示されている（Rodas, Chavira, & Baker, 2017）。また，Silva, Freire, & 
Faria（2018）の父―母―子の三者研究においては，母親の認知的再評価（感情調節の方略）が高い
ほど，思春期の子どもの認知的再評価が高いことが示されているが，この関連性は父子間におい
ては示されなかった。ここから，母親は父親よりも子どもの情動と強くつながっている可能性が
示唆される。
　 子どもの性差　大うつ病性障害の子どもとその親を対象とした研究では，子どもの悲しみ情動に
対する親の受容が，女子よりも男子の方が高いと報告されている（Shortt, Katz, Allen, Leve, 
Davis, & Sheeber, 2016）。
　 子どもの年齢差　親のメタ情動観念は性格のように長期的に安定していると捉えられる。3－12
歳の子どもを持つ母親を対象とした横断研究（Paterson, et al, 2012）からは，親のメタ情動観念は
子どもの年齢によって差異が示されず，その理由として3－12歳までの間の子どもの情動には質
的な変化が少ないためと考察されている。これは，親のメタ情動観念が子どもの年齢を問わずに
一貫していると主張する立場と言えるだろう。しかしながら，子どもの年齢に応じて変化すると
主張する研究者も少なくない。
　 　Stettler & Katz（2014）は MEI 面接法を用いた縦断研究の結果から，一貫性に反する結果を示
している。まず，子どもが5歳から11歳にかけて，親のコーチングが上昇することが示されてい
るが，これは子どもの認知能力の発達によって，親が子どもと複雑な会話が可能となり，子ども
の問題解決に取り組むことが多くなるからと考察されている。その一方で，親の気づきと受容は
5－9歳に低下し，9－11歳に上昇することも同時に示されている。また，小学校1年生から5年
生までの子どもが，自身の所属する文化や社会において情動はどのように表現されているかを習
得し始めることで，情動表出が大きく減少し，それ以降安定するという先行研究もある（Gnepp, 
& Hess, 1986）。ここでは，5－9歳の子どもが情動表出を減らそうとすることによって，親の気
づきも減ると推測されている。また，9－11歳の前思春期の子どもは友人に目を向けるが，時に
は親に対して大切な情動体験を表出することもあると推測されている（Stettler, & Katz, 2014）。
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　上述したように，子どもの年齢差に関する研究は一致した結論に達していない。その理由として，
子どもの年齢が関連要因ではなく，情動養育と子どもの発達との間に調節変数として働いていると
いう指摘がある（Mirabile, Oertwig, & Halberstadt, 2018）。
⑵　文化的な特徴　先行研究では，情動養育の文化間比較が行われてきた。ラテンアメリカの絵本
をアメリカ主流文化の絵本と比較すると，キャラクター（特に女性キャラクター）における情動表
出が少ないとの指摘がある（Sanders, Friedlmeier, & Sanchez Gonzalez, 2018）。また，Hooper, 
Wu,Ku, Gerhardt, & Feng（2018）の縦断的調査では，アフリカ系アメリカ人の母親が3－4歳の子
どもの怒り情動表出に対して，親が模倣によって子どもに応答することで子どもの内在化・外在化
問題行動が生じやすいことが示された。しかし，この結果はヨーロッパ系アメリカ人の家族では示
されなかった。この差異について Hooper et al.（2018）は，アフリカ系アメリカ人の場合，子どもが
母親の応答に過剰に依存する傾向があり，それに対してヨーロッパ系アメリカ人の場合は，母親の
方が子どもの情動に依存する傾向が高いと考察している。ここから，情動養育は文化的な影響を受
けると考えられるため，欧米の情動養育研究を参考としながらも，日本独自の母親の情動養育の特
徴を検討することには意義があると言えよう。
⑶　情動養育が子どもの発達に与える影響をめぐる論争
　子どもの感情調節能力は，内在化問題行動（抑うつ，不安）や外在化問題行動と直接関わる重要な
能力である。例えば，不安障害の子ども（7歳－15歳）は，そうでない子どもに比べて感情調節が有
意に低く，不安障害の子どもを持つ親はそうでない子どもの親よりも，支持的な情動養育（コーチ
ング）が有意に低いことが示されている（Hurrell, et al., 2017）。
　なお，母親の支持的情動養育（コーチング）は，子ども（10歳－13歳）の怒りに関する感情調節の
高さと関連し，子どもの怒りの感情調節は，その時点だけでなく将来の外在化問題行動を予測する
ことも明らかになっている（Shortt, Stoolmiller, Smith‐Shine, Eddy, & Sheeber, 2010）。また，子
どもの悲しみ表出に対する母親の非支持的な情動養育行動や，子どもの怒り表出に対する父親の非
支持的な情動養育行動は，子ども（8歳―11歳）の抑うつと正の関連があることが示されている
（Sanders, Zeman, Poon, & Miller, 2015）。
Ⅲ．近年の情動養育研究動向と今後の展望
　ここまでは Eisenberg et al（1998）の理論モデル（Figure 2）を中心に，子どもの情動に対する親
の関与や親子の交流関係を，情動養育という包括的な概念を軸に概観した。近年では，さらに新し
い視点による研究が行われつつあるため，それらの研究動向と今後の展望について以下に述べる。
⑴　双方向的関係
　従来の研究では，養育者の養育態度や養育行動が子どもの発達に与える影響が注目されてきた。
しかし近年では，子ども側の要因が養育者の養育態度や養育行動へ与える影響についても関心を向
けられてきた。Klein et al.（2018）では，母親の非支持的な応答と子どもの気質（恐れ・失望反応と
実行機能）との関連が示されない一方で，子どもの問題行動との関連は示された。しかし，親の養育
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行動は親の性別（Silva, et al., 2018）や文化的背景（Sanders, et al., 2018）によって異なるように，親
と子どもの双方向的関係もまた，親側の要因によって影響を受ける。例えば，父母のペアデータに
基づく研究では，父親の敏感性と子どもの問題行動には双方向的関係が示されたが，子どもの問題
行動と母親の敏感性には一方向的関係のみが示された（Zvara, Sheppard, & Cox, 2018）。また，ラ
テンアメリカ人の母親と子どもの縦断的研究（Rodas, Chavira, & Baker, 2017）では，4歳時点の子
どもの内在化問題行動が少ないほど，8歳時点において母親が支持的な情動養育を行うことが示さ
れた。これはラテンアメリカの親子において示された結果であるが，情動養育と子どもの行動への
影響の双方向的関係が文化的影響を受けることを考慮すれば，日本の親子を対象に日本独自の双方
向的関係について検討することには意義があると言えよう。また，子どもの気質より問題行動の方
が養育者の行動と強く関連する可能性が考えられるため，子どもの気質や外在化問題行動・内在化
問題行動と情動養育との関係について，双方向的関係に留意した検討をより深めていくことが求め
られる。
⑵　その他の影響要因
　Figure 2に示したように親の情動養育行動の関連要因が提案されたが（Eisenberg et al., 1998），
親側の要因は性差の検討のみに留まっている。親の性別をコントロールした際に，情動養育の個人
差がどのような要因関係にあるのかについては，未だ解明されていない部分が多い。近年の情動養
育研究に関する知見を概観した結果，今後の展望として以下の4要因について知見を蓄積すること
が求められる。
　 認知・情動コントロール力　Crandall, Deater-Deckard, & Riley（2015）は，認知・情動コントロー
ル力（emotion and cognitive control capacities）が一般的養育に強く影響を与えることを明らか
にしている。具体的には，母親の認知・情動コントロール力が低いほど，子どもへの不適切な養
育のリスクを高める一方で，認知・情動コントロール力が高いほど敏感さや熱心な養育が高いこ
とが示されている。認知・情動コントロール力は包括的な概念であり，実行機能，エフォートフル・
コントロール，セルフコントロール，自己制御，感情調節などが包含される。一般的な養育は，よ
り情動面に焦点を当てた情動養育と多くの類似点を持つと想定されるため，認知・情動コントロー
ル力は情動養育に対しても同様に作用することが推測される。
　 成人愛着　乳児の情動表出に対する母親の応答は自身の成人愛着と関連しており，安定型の母親
は子どものネガティブ情動表出に共感的な反応をする傾向が報告されている（蒲谷，2018）。しか
し，親の成人愛着と情動養育の関連については，蒲谷（2018）以外にほぼ検討されていないため，
今後の知見の蓄積が求められる。
　 リソースの認知・効力感　情動養育は，親に限らず子どもと接する保育士や教諭に関しても検討
されている。保育士や幼稚園教諭の感情的効力感が高いほど（Ciucci, Baroncelli, & Toselli, 
2015），また，小学校教諭の仕事に関するリソースの認知や仕事に関するコントロール感が高いほ
ど（Denham et al., 2017），子どもの情動に対する応答がより肯定的であると報告されている。こ
のような保育士や教諭における知見を親の場合に当てはめて考えると，親の情動養育は親自身の
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感情的効力感に影響されると推測されるが，この点については明らかとなっていない。
　 世代間伝達　初産婦を対象とした研究では，回想された自分の親の非支持的情動養育は，出産前
の感情調節困難を媒介して，産後6か月時点の抑うつに正の影響を与えることが示されている
（Cao, Zhou, Leerkes, & Qu, 2018）。この結果から，自身の受けた情動養育が長期間に渡って個人
に影響すること，特に成人女性の出産に伴う精神的健康，感情，適応感に強く影響することが示
唆される。今後は，情動養育の世代間伝達に関する検討が求められる。
　従来の研究では一般的な養育に焦点を当てて検討したものが多いが，情動養育に注目して，子ど
もとの関係や影響要因について詳細に検討した研究は少ない。このような問題意識の元で，今後は
養育者自身の認知・情動コントロール力といった個人内要因，愛着や世代間伝達といった家族要因，
どの程度のリソースがあると感じているかといった環境要因について検討する必要があるだろう。
以上の検討を深めることで，個人の特徴に合わせた効果的な情動養育方法の在り方を提案するなど，
臨床的な介入にも有益な知見が得られるだろう。
⑶　情動を包括的に捉えるか，あるいは個別的に捉えるか（Overall or discrete emotions ?）
　Cohodes, Chen, & Lieberman（2017）は母親が同様の関わり方をしたとしても，子どもの持つ情
動の種類（例えば，怒りと悲しみ）によってその意味合いが異なる。しかし，子どものネガティブ情
動と向き合う時の母親の関わり方には共通性もみられる。その共通の関わり方とは，子どもの感情
調節に働きかけ，親子関係において情緒的雰囲気を規定することである。一方，Schwartz et 
al.（2018）は悲しみ・怒り情動を弁別して，情動養育と青少年のうつ病発症との関連性を検討した結
果，青少年の悲しみに対して親のコーチングが低いほど，青少年のうつ病発症を予測することが明
らかとなった。ここから，全般的情動だけでなく個別的な情動にも焦点を当てることが有用である
可能性があるため，子どもの発達と親の情動養育を検討する際に，個別のネガティブ情動に焦点を
当てた上で情動養育の特徴を分析することが望ましいと考える。
⑷　支持的な情動養育は本当に良いのか
　これまで述べたように，支持的な情動養育であるコーチングは子どもの発達に正の影響を与える
ことが複数の研究から示されてきた。しかし，コーチングがどのように望ましい情動養育であるか
はまだ検討の余地がある。自然観察法を使用した家庭内相互作用研究では，子ども（8－12歳）の情
動表出に対して，親の批判的・否定的反応が子どものネガティブ情動を起こす一方で，親が無視・非
関与を示すと，子どもがポジティブおよび中性的な情動反応を示すことが多いことが示された
（Sperling, & Repetti, 2018）。また，小学3年生の教師を対象とした調査では，母親の支持的な情動
養育は教師評定の子どもの社会情緒的スキルの低さや問題行動の多さを予測することが明らかにさ
れた（Castro, & Nelson, 2018）。その他にも，3歳以上4歳以下の子どもを持つ親において，支持的
反応が子どもの感情調節の高さを予測し，不安と怒りといった内在化問題が少ない一方で，4歳以
上6歳以下の子どもに対しては逆の結果が示された（Mirabile,et al,, 2018）。これらの結果は，子ど
もの情動に支持的なコーチングの良さを述べる多くの知見と矛盾した結果と言えよう。その理由の
1つとして，年長児や思春期の子どもの情動に対しては，親の無視・非関与な反応が効果的な場合が
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あるという可能性が推測される。換言すれば，子どもの発達段階を考慮して，望ましい親の情動養
育の在り方は異なる可能性が考えられるだろう。今後の課題として，非関与的な情動養育が子ども
の発達段階に応じてどのような機能を果たすのか，より詳細に検討することが求められる。
Ⅳ　おわりに
　本論では，子どもの情動に対する情動養育の諸概念を行動，認知，感情の三側面から整理して，包
括的な情動養育概念として整理した。また，その測定方法は半構造化面接法，尺度評定法，実験観
察法が存在することを確認した。しかし，日本の文化に合わせた測定方法は未だ開発されていない
ため，日本語版の測定法を作成することが求められる。次に，情動養育の背景要因，情動養育と子
どもの発達との関係を論じる Eisenberg et al.（1998）の理論モデルを踏まえ，実証研究を概観した。
最後に，近年の研究から，今後の展望を述べた。個人要因や家族要因，養育方法の縦断的な変容，親
側の要因と子ども側の要因との双方向性といった多面的な検討を行うことを通して，情動養育が生
じる過程や子どもの発達との関係について知見を蓄積していくことが期待される。
　家族の中で子どもが健康的に発達するためにも，情動養育が今後さらに重要な位置づけを担って
いくと考えられる。そして，このような親子間のコミュニケーションについて検討を深めることで，
子どもに対する不適切な養育を予防する有効な介入方法を提案することが重要だと考える。
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Abstract 
 First, we incorporated the behaviors, cognition and feelings that compose the concept of 
emotion-related parenting into one model, and added the most representative scales. Second, we 
summarized the empirical evidence from previous studies confirming the model proposed by 
Eisenberg, Cumberland, & Spinrad (1998), which combines emotion-related parenting and child 
development outcomes. Finally, we discuss new trends shown by recent studies and suggest 
some potentially valuable directions for future research, including: a) exploring the bidirectional 
relationship between children-related factors and parent-related factors; b) exploring the factors 
that can be attributed to individual differences in emotion-related parenting; c) using discrete 
rather than general emotion theories when exploring the relationship between emotion-related 
parenting and child development; and d) investigating types of emotion-related parenting that are 
beneficial to child development.
Key words： parental emotion socialization, meta-emotion philosophy，parents’beliefs about 
children’s emotions, parents’emotion talk. 
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